
大
き
な
ぼ
た
ん
　
き
れ
い
だ
ね

5月
15日

か
ら
開
園
し
た
ぼ
た
ん
園
。
晴
天
の
下
で
な
ん
ぶ

こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
が
ぼ
た
ん
園
を
散
策
し
、
綺
麗
に
花
開

い
た
ぼ
た
ん
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
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報

広
報

広
報
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ん
ぶ

な
ん
ぶ
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ん
ぶ

ち
ょ
う

ち
ょ
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ょ
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隅す
み

ノ
観か

ん
の
ん
ど
う

音
堂
関
係
資
料
を
町
文
化
財
に
指
定

隅
ノ
観
音
堂
は
南
部
町
小

向
の
古
町
地
区
に
あ
り
、
糠

部
三
十
三
観
音
二
十
四
番

札
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
観
音
堂
で
は
中
世

の
歴
史
を
示
す
永
正
９
年

（
１
５
１
２
）
奉
納
の
順
礼

札
（
青
森
県
重
宝
）、
平
安

時
代
末
期
の
木
造
観か

ん
の
ん音

菩ぼ
さ
つ薩

立り
ゅ
う
ぞ
う像

（
町
指
定
）、
本
尊
で

あ
る
南
北
朝
時
代
の
木
造
聖

し
ょ
う

観か
ん
の
ん音

座ざ
ぞ
う像

（
町
指
定
）
の
３

件
が
す
で
に
文
化
財
指
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

他
に
も
多
数
の
資
料
が
現
存

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
町
は

所
蔵
品
の
全
点
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
古こ

も
ん
じ
ょ

文
書
・

棟む
な
ふ
だ札

・
奉ほ

う
の
う
が
く

納
額
・
護ご

ふ符

版は
ん
ぎ木

・
幟

の
ぼ
り

旗ば
た

な
ど
、
江
戸
時

代
中
期
か
ら
近
代
ま
で
計
51

点
の
資
料
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
特
に
重
要
な
資
料

を
何
点
か
紹
介
し
ま
す
。

棟
札
は
、
建
物
の
建
築
や

修
理
を
記
録
す
る
た
め
に
作

る
木
札
の
こ
と
で
す
。
隅

ノ
観
音
堂
に
は
元
禄
６
年

（
１
６
９
３
）
～
嘉
永
７
年

（
１
８
５
４
）
ま
で
11
枚
の

棟
札
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

記
述
の
内
容
か
ら
、
観
音
堂

で
は
14
～
36
年
の
周
期
で
建

替
え
や
屋
根
の
葺
き
替
え
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

多
種
多
様
な
奉
納
額
は
18

点
伝
来
し
て
い
ま
す
。
寺
名

を
記
し
た
扁へ

ん
が
く額

は
、
江
戸
時

代
の
盛
岡
で
著
名
な
書
家
に

よ
る
揮き

ご
う毫

で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
制
作
に
多
額
の
費
用
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
た
当
時

の
古
町
地
区
の
豊
か
な
経
済

力
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
に
も
、
平
安
時
代
を
代
表

す
る
歌
人
達
で
あ
る
六ろ

っ
か
せ
ん

歌
仙

を
描
い
た
奉
納
額
な
ど
が
伝

来
し
て
い
ま
す
。

名
久
井
岳
を
か
た
ど
っ
て

千
匹
の
馬
を
描
い
た
「
千
匹

絵
馬
」（
１
７
６
７
）
は
、

27
名
の
既
婚
女
性
に
よ
っ
て

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
同
じ

時
期
の
東
北
地
方
に
は
類

例
が
な
い
貴
重
な
資
料
で

す
。
な
お
、
江
戸
時
代
の
名

久
井
岳
の
山
麓
に
は
、
盛

岡
藩
直
営
の
牧
場
で
あ
る

「
住す

み
や
の
ま
き

谷
野
牧
」
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
馬
が
放
牧
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
女
性
に
関
わ
る

資
料
は
他
に
、
既
婚
女
性
が

奉
納
し
た
幟
旗（
１
８
５
７
）、

子
安
地
蔵
・
子
安
観
音
の
護

符
版
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
資
料
か
ら
、
隅
ノ
観
音

堂
が
、
安
産
・
多
産
・
子
育

て
な
ど
の
成
就
を
願
う
女
性

た
ち
か
ら
厚
く
信
仰
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
回
確
認
さ
れ
た
51
点
の

資
料
は
、
観
音
堂
の
来
歴
や

信
仰
活
動
を
示
す
重
要
な
一

括
資
料
群
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
、
令
和
８
年
４
月
15
日
開

催
の
第
２
５
１
回
南
部
町
教

育
委
員
会
定
例
会
に
て
、
町

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
隅
ノ
観
音
堂
で
は
、

今
回
で
４
件
目
の
文
化
財
指

定
で
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
の
一
部

は
、
令
和
９
年
４
月
開
館
予

定
の
南
部
町
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
展
示
し
、
一
般
公
開

さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
注
）

・
現
在
隅
ノ
観
音
堂
所
蔵
の

文
化
財
は
一
般
公
開
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
指
定
物
件
の
う
ち
千
匹
絵

馬
は
、
広
報
な
ん
ぶ
ち
ょ

う
令
和
6
年
7
月
号
「
歴

史
発
見
な
ん
ぶ
が
く
」
そ

の
33
で
詳
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。
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①1693年の観音堂再興棟札

②「隅観音」の寺額

④子安地蔵・子安観音の版木

③六歌仙奉納額「小野小町」

⑤隅ノ観音堂

広報なんぶちょう 6月号3



助成団体を募集　～南部町笑顔あふれるまちづくり支援事業～

町ではボートピアなんぶ交付金を活用し、町民の皆さんが実施する地域の個性・環境・伝統などを生か
したまちづくり活動を支援します。
受付期間　4月から予算の範囲内で先着順に受付し、予算に達し次第終了します。
応募資格　町内で活動している団体で、会則があり、他の補助金・助成金を受けていない団体など
助成事業の種類
助成事業の区分 対象となる事業・活用事例 助成率

通
常
事
業

ソフト事業
▶地域に伝わる伝統芸能を子どもたちに伝承する活動を

したい
▶講演会や研修会を開催したい　など

助成対象経費の1/2以内
※地域づくり計画に掲載

された事業
→助成対象経費の2/3以
内

（限度額:30万円）
ハード事業

▶清掃奉仕活動を円滑に行うため草刈機械を購入したい
▶ごみステーションが老朽化しているので、改修したい

など

特
認
事
業

自主防災組織設
立支援事業

自主防災組織を新たに設立する場合に、スコップ・ヘル
メットなどの防災資機材を整備するための事業
※既存の自主防災組織の場合は通常事業となります。

助成対象経費の2/3以内
（限度額:30万円）

無形文化財継承
活動支援事業

国・県・町の指定を受けた無形文化財の継承や後継者育
成を図ることを目的に用具等を整備するために行う事業

生涯スポーツ振
興・地 域 間 交 流
事業

町民運動会および総合優勝制スポーツ大会において構成
される連合チームが大会用ユニフォームや練習用具を整
備するために行う事業

※1　同一の事業は1年を1回として3回まで助成を受けることが可能です。
※2　1団体につき、通常事業1件、特認事業1件の合計2件まで申請することができます。
※3　必ず事業開始前に交付決定を受けるようにしてください。

鍋条例推進事業

（毎月19日から25日
 までに開催する、鍋
 を囲むイベント、交
 流会に対する助成）

助成対象者・助成事業 助成率
町の機関以外の団体で、会則があり、他の助成金を
受けていない団体

助成対象経費の2/3以内
（限度額:30万円）

鍋を楽しむことを目的に町内在住者10人以上で結成
した任意団体（助成対象経費は、「賄材料費のみ」）

助成対象経費の2/3以内
（限度額:2万円）

町が開催または後援するイベント等において、来場
者に対し鍋をふるまう事業

助成対象経費の10/10以内
（限度額:4万円）

※1　一事業年度、同一団体につき、2回まで申請することができます。
（注）「町内在住者10人以上で結成した任意団体」の同一団体とは、構成員の過半数が同一である団体のこ
　　とです。

申込方法　企画財政課に備え付け、または町ホームページに掲載している様式に記入し、必要書類を添え
　　　　　て提出してください。※申請する前に企画財政課担当までご相談をお願いします。
問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960（fax:0178-38-5980）
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入居募集住宅
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

向山団地　7号 H8年度 木造平屋建 3DK 1万6000円～2万3800円/月

森越団地　13号 H15年度 木造平屋建 2LDK 1万7000円～2万5400円/月

第二苫米地駅前団地　A-14号 H20年度 木造2階建 3LDK 2万3800円～3万5400円/月

第二苫米地駅前団地　B-32号 H17年度 木造平屋建 2DK 1万6500円～2万4600円/月

町営住宅　入居者募集

入居資格　▶同居または同居しようとする親族がいる　▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8000円以下
　　　　▶住宅に困窮している　▶税金を滞納していない　▶入居者全員が暴力団員ではない

※単身で入居する場合は、60歳以上などの条件がありますので、事前に建設課にお問い合わせください。

入居申込み
申込書類を6月4日（木）〜23日（火）までに建設課・福地支所・南部支所のいずれかに提出してください。
なお、希望者が複数の場合は、住宅困窮度による選考もしくは抽選により決定します。

現地見学会(現地集合・現地解散)　ご希望される方は、6月11日（木）までに建設課までご連絡ください。
開催日 時間 住宅名

【1回目】6月14日（日）
【2回目】6月15日（月）

9時30分～9時45分 向山団地（1戸）　　　　　　※集合場所：7号
10時～10時15分 森越団地（1戸）　　　　　　※集合場所：13号
10時30分～11時 第二苫米地駅前団地（2戸）　※集会所駐車場

※見学会にお越しの際は、交通ルールを遵守し、近隣住民への迷惑とならないようご協力をお願いします。
※希望者がいない場合は実施しません。

抽選会

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

開催日 時間 場所
7月2日（木） 16時 役場3階　委員会室

スプレー缶は
必ず中身を使い切りましょう！！

中身の残ったスプレー缶による、

　　　ごみ収集車の火災が発生しました。

製品は必ず使いきり、屋外の風通し

の良い場所で穴を開けてから集積所に
出してください。

必ず中身を使い切りましょう！！

問合せ　住民生活課　☎0178-38-5963
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100歳の長寿を祝福
工藤ヨシさんに敬老祝金

5月5日生まれの工藤ヨシさん（下名久井）
が100歳の誕生日を迎えられ、町から敬老祝
金が贈られました。

誕生日当日、高齢者施設でご家族や施設関
係者が見守るなか、工藤町長が「おめでとう
ございます」とお祝いの言葉を添えて敬老祝
金と顕彰状などを手渡すと、会場は祝福の拍
手で包まれました。

工藤ヨシさん、お誕生日おめでとうござい
ます。これからも元気で長生きしてください。

ズームインなんぶ

ZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM IN

一年間、同級生とともに笑顔で楽しく学びます

まべち笑楽校入学式
笑顔で楽しい一年間のスタート

高齢者の生きがいづくり事業「まべち
笑
しょうがっこう

楽校」第11期生の入学式が、5月1日、い
ちょうホール町民室で開催され、今年度の新
入生24名中、出席した23名が笑顔で一年間
の楽

がくしゅう

習をスタートしました。
入学式では工藤町長が「大いに笑い楽しん

で、笑顔あふれる一年間にしてください」と
あいさつ。新入生を代表し立花さんが「同級
生とともに、一年間笑顔で楽しく学び合いま
す」と誓いの言葉を述べました。

顕彰状を受け取った工藤ヨシさん（前列㊧）

さくらんぼ狩り

問合せ・受付　ながわ農業観光案内所　☎0178-76-3020　〒039-0501　南部町大字上名久井字大渋民山23-2

料金（40分食べ放題）
▶中学生以上　1700円
▶小学生　　　1200円
▶3歳以上　　　600円
※団体のお客様（10名以上）は
ご予約が必要です。
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南部町こども家庭センター
ぴよすく通信

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

3歳児健康診査 R4.9～R4.11生 6月11日（木） 11時45分～12時20分
健康センター4歳児健康相談 R3.8～R3.10生 6月16日（火） 13時～13時20分

乳児健康相談 R7.9～R7.11生 7月14日（火） 13時～13時20分

なんぶこども園 ☎0179-23-0505
こすもすクラブ（体験活動）　（水）・10時～12時
▶6月10日　砂場で遊ぼう　▶6月17日　お絵描きをしよう
▶6月24日　誕生会　
▶7月1日　七夕製作　▶7月8日　しゃぼん玉で遊ぼう
サークルちびこす　（火）（木）・9時～14時

　6月9・11・16・18・23・25・30日、7月2・7・9日

チェリーこども園 ☎0178-51-8585
ぴっぴクラブ　※要予約　（木）（土）（火）・9時30分～11時
▶6月11日　砂場で遊ぼう　▶6月18日　ボールで遊ぼう
▶6月25日　季節の製作「短冊づくり」
▶7月4日　チェリー夏祭りに参加　▶7月7日　七夕誕生会に参加

認定こども園�あかね幼稚園 ☎0178-76-1801
ハッピークラス　※要予約　（火）・10時～11時30分
▶6月23日　親子でわらべうた
▶7月14日　七夕飾り作り　▶7月21日　おもちゃを作ろう

6月はむし歯予防月間！

おいでよ！
子育て支援センター

6月は「むし歯予防月間」、6月4日～10日ま
では「歯と口の健康週間」です。歯や口の働き、
役割を知り、よく噛んで食べる事を心がけましょ
う。また、乳歯のむし歯は永久歯の歯並びの悪
化や虫歯菌の感染へとつながることがあります。
乳歯の頃からのむし歯予防とお口の健康づくり
が大切です。

問合せ　こども家庭センター（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
子育てメール
　　　　kosodate@town.aomori-nanbu.lg.jp

むし歯予防・発見のポイント
①おやつは時間・量を決めて1日2回までにし、

砂糖が少なく、歯につきにくいものを選びま
しょう。飲み物は水かお茶にしましょう。

②大人が毎日仕上げ磨きをしましょう。
③フッ素塗布でむし歯の予防効果を高めましょ

う。町では1歳6か月から6歳までのお子さん
にフッ素塗布券を配布しています。

④定期的に歯科健診を受診し、お子さんの歯の
状態を確認しましょう。

今月のぴよすくひろば
日時　6月24日（水）9時～16時
場所　健康センター子育てルーム

福地こども園 ☎0178-51-9756
わくわくひろば（体験活動）　（金）・9時30分～11時
▶6月5日　絵本を楽しみましょう　▶6月12日　お誕生会
▶6月19日　つみき遊び　▶6月26日　ミラー遊び
▶7月3日　おそと遊び
つどいのひろば（自由活動）　（水）・9時30分～11時
　6月10・17・24日
子育てサークルにこちゃんクラブ　（月）・10時～12時

　6月8・15・22・29日
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パート1

6月は食育月間、毎月19日は食育の日です!

「主食」「主菜」「副菜」をそろえてバラ
ンスよく！

主食・主菜・副菜を組み合わせることで、自
然と栄養バランスが整い、子どもの成長、生活
習慣病予防・改善、健康長寿につながります。

主食は【ごはん・パン・麺類など】エネルギー
源になります。主菜は【肉・魚・卵・大豆製品な
ど】たんぱく質が豊富で骨や筋肉、血液を作り
ます。副菜は【野菜・きのこ・海藻類など】不足
しがちなビタミンやミネラルを補います。

偏りや不足しがちな食材がないか、日々の
食事を振り返ってみましょう。他に、1日1回
は牛乳・乳製品、果物を食べることでさらにバ
ランスが整います。

私たちの体は、食べたものから作られます。
南部町の「食」の恵みを大切にし、「食」を通じ心豊かで健康な生活
を送りましょう。

「すこやか南部」通信 問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

日々の生活の中の「食」への
関心のすべてが「食育」です。

▶家族そろって楽しく食事をする

▶栄養バランスを考えて1日3食しっかり食べる

▶「いただきます」「ごちそうさま」と感謝
の気持ちを伝える

▶正しい箸の持ち方や食事マナーを身に付ける

▶よくかんで食べ、定期的に歯科健診を受ける

▶食品ロスを減らす工夫をする

▶災害時に備えて、食料の備蓄を見直す

▶地元の野菜や伝統的な食文化を取り入れた
料理をつくる

など、できることから始めましょう。

後期高齢者医療被保険者のみなさんへ
健康診査を受けましょう

後期高齢者医療制度に加入している方は、健
康診査が年に1回無料で受けられます。

健（検）診を受けることはご自身の健康状態
を知り、生活習慣を振り返る良い機会となりま
すので、ぜひ、受診しましょう。

受診を希望する際は、下記までお問い合わせ
ください。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　健康対策班　☎0178-60-7100

振込口座の変更届出について
高額療養費等の給付申請の際に届出した振込

口座に変更（解約・金融機関の店舗統廃合等）
があったときは、必ず健康こども課国保後期班
へ届出してください。

届出がないと振り込みができなくなりますの
で、忘れず、お早めの届出をお願いします。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　国保後期班　☎0178-76-3323
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達者de健康相談　～今より “達者”な自分のために～

開催日　6月8日（月）・22日（月）
　　　　7月6日（月）・27日（月）
時間　9時30分～12時・13時30分～16時30分
　※当日15時までに電話予約してください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　�健康・栄養相談（フードモデルを利用し

た食事バランスチェックもできます。）
　　　�血圧、体組成（体脂肪・筋肉量など）、血

管年齢、骨密度の各種測定、健康器具の
利用　等

血圧などの測定や健康器具を利用した運動で、
生活習慣の改善へ一歩踏み出してみませんか?
※相談は無料で受けることができます。
※各種測定をする場合、1人45分程度かかります。
※健康器具の利用は、1回20分以内です。
※直近の健診結果票をお持ちの方は、ご持参く

ださい。
※健康マイレージポイントの対象です。

問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

がん検診精密検査費用の一部を助成します
町が実施する各種がん検診を受診した結果、

精密検査が必要な方に対し、初回精密検査に要
した費用の一部を助成します。
対象費用　がん検診の精密検査を理由に受診し、
　医療機関窓口で支払った自己負担分。
※検査内容により対象外となるものもあります。
申請期限　がん検診の受診日から1年間

対象および助成上限額
区分 対象年齢 助成上限額

胃がん検診精密検査

40歳から69歳の方
(ただし、乳がんは偶数年齢の女性)

5000円

肺がん検診精密検査
6000円

大腸がん検診精密検査

乳がん検診精密検査 4000円

子宮頸がん検診精密検査 20歳から69歳の偶数年齢の女性 3000円

※年齢は、がん検診を受診した年度の末日時点での年齢

申請方法　健康こども課に備え付け、または町
ホームページに掲載している申請書に以下の
書類を添付し、申請してください。

▶検診結果表の写し　▶精密検査の領収書
▶診療明細書　▶受診した方の通帳の写し
▶受診した方の身分証明書
問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

広報なんぶちょう 6月号9



果樹関係補助事業の申し込み
令和8年度の果樹関係の補助事業の申し込み

を受け付けします。

国庫事業
事業名　令和8年度2次計画　令和9年春植え
　　　　果樹経営支援対策事業および果樹未収
　　　　益期間支援事業
申込期間　6月8日（月）から6月30日（火）
補助対象事業　①果樹新植、改植
　　　　　　　②放任園地対策
※高密植、超高密植栽培を実施する方は、苗木

確保の目途を立ててからお申し込みください。
補助率　▶事業①:定額150～330円/㎡
　　　　（高密植、超高密植は520円～730円/㎡）
　　　　▶事業②:定額80000円/10アール

県単独事業
事業名　特産果樹産地育成・ブランド確立事業
事業内容　特産果樹の機械・施設
　　　　　（雨よけハウス、巻上機、選果機等）
町単独事業
事業名　防風網整備事業
事業内容　老朽化したネット部分の交換に要す
　　　　　る経費に対し助成
補助対象　果樹共済、収入保険に加入している
　　　　　農業者
補助率（額）　ネット購入費の1/2以内または　
　　　　　　  2310円/m
注意事項　お申し込みのあった方のみ採択

※申請にあたり、実施条件等がありますので、
ご希望される方は農林課までお問い合わせく
ださい。

問合せ・申込み　農林課　☎0178-38-5964
詳細はこちら

令和9年度　野菜等産地力強化支援事業
事業内容
▶野菜の機械（植付機、収獲機、管理機）
▶野菜栽培用パイプハウス
※対象金額50万円以上（消費税を除く）の購入

補助
対象品目
　品目については、お問い合わせください。
対象者　町内に住所を有する農業者で、下記の

いずれかに該当する方
　認定農業者／認定新規就農者／3戸以上の営

農集団等
補助率　25/100～45/100

必要書類　申込書と調査票、機械・設備等の見
積書、既製品についてはカタログ等
申込期限　7月31日（金）※厳守

※令和9年度事業要望の調査ですので、「全員が
採択されるものではないこと」をご了承くだ
さい。

問合せ・申込み　農林課　☎0178-38-5964

詳細はこちら
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名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　「なんぶ読み聞かせの会」の皆さんによる読み聞
かせです。
日時　6月28日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　6月8日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪、
　　　　7月6日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

◆エベレストは居酒屋です	 渡邊　直子
◆よくわかる多肉植物選び方・育て方・楽しみ方	金子　未由
◆小学生でもできる言語化	 田丸　雅智
◆誓いの証言	 柚月　裕子
◆星月夜	 砂原　浩太朗
◆すべてが円くなるように	 原田　マハ
◆ハングマン鵜匠殺し	 中山　七里
◆マリコは国宝を観た!!	 林　真理子
◆めでたしめでたしでは終われない	 五条　紀夫
◆10かいだてのゆうしゃのおしろ	 のはな　はるか

パンダどうぶつえん� おおの　こうへい　作

さびれた動物園を、立て
直そうとしている園長。
テレビを見て、パンダの
人気を知り、「パンダオー
ディション」を開催する
事をひらめきます。とこ
ろが、やって来たのは…。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

《今月の新刊》

八戸地域広域市町村圏事務組合　令和8年度当初予算
組合の基本的事業の収入・支出を経理する、

令和8年度の一般会計予算は91億2700万円で、
昨年度より6億8100万円の増額となりました。

支出の主なもの 予算額

消防や救急の業務などに 50億4038万円

し尿やごみの処理などに 32億8750万円

組合債の元金・利子の支払いに 6億7086万円

介護認定審査会の運営などに 1億583万円

その他、議会や組合の運営などに 2243万円

計 91億2700万円

財源となる収入の約8割は構成市町村から支
出される負担金で、73億1579万円です。

市町村名 負担金額

八戸市 53億6492万円

三戸町 2億1136万円

五戸町 3億577万円

田子町 1億6879万円

南部町 4億715万円

階上町 3億7994万円

新郷村 9025万円

おいらせ町 3億8761万円

計 73億1579万円
問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合事務局
　　　　☎0178-43-9556
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☎0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
6時〜8時�受付7時30分まで

★今月の休館日

16日（火）〜18日（木）

★6月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

展示処「めへぇる」　油彩画・水彩画を展示しています

★無料利用券・お食事利用

5名様から 無料送迎

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

りんごゼリー　170g　385円
南部町産のふじのりんごをふんだんに使用した、やさしい甘みと風味を味

わえる飲むりんごゼリーです。
土産処「あんべぇる」は、町内で生産・加工された特産品60種類以上を

一堂に販売している県内唯一の販売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に
贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

南部町消防団応援事業 団員と同居ご家族　温泉・プール・御宿泊・お食事は特別割引料金実施中

展示処「めへぇる」では南部町在住で教師として教壇に立ちなが
ら創作活動を続けた故・赤平 實氏による油彩画や水彩画を展示して
おります。お誘いあわせの上、ぜひご覧ください。

各種芸術作品・アート作品等　展示者募集
条件　南部町在住・出身の方・南部町にゆかりのある方

　　詳しくはバーデパークまでお問合せください。

連携中枢都市圏の取り組みを紹介します⑬
地域企業課題解決支援事業

八戸圏域連携中枢都市圏では、補助金の獲得
や生産工程の改善、販路の拡大、知財対策など、
中小企業の皆さんが抱える経営上の課題解決を
サポートしています。

企業ごとの課題に応じて、専門的な知見を有
するコーディネーターを派遣し、きめ細かい支
援を提供しています。今年度は、新たに「デジ
タル化・DXサポートセンター」を開設し、デ
ジタル化・DXに関する相談を一括して受け付け、
企業の生産性向上と省人化に向けた伴走型の支

援体制を構築しています。
経営課題の解決を目指す中小企業者の方はぜ

ひご利用ください。

問合せ
▶八戸市　政策推進課（連携中枢都市圏全般）
　☎0178-43-9248
▶八戸市　商工課（事業について）
　☎0178-43-9242

事業の詳細はこちら
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デーレース ナイターレース

役立っています!ボートピアなんぶ交付金
　ボートピアなんぶ交付金は「笑顔あふれるまちづくり支援事業」として、地域の持つ個性、環境、
伝統などを活かし、地域住民が主体的に進めるまちづくりのための活動を支援しています。
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が
胸
の
内

安
ケ
平
千
代

ピ
ン
ク
か
ら
モ
ノ
ト
ー
ン
へ
と
ス
ニ
ー
カ
ー
歓
喜
き
わ
ま
る
一
年
生
は

相
馬　

幸
子

産
直
に
同
級
生
の
名
を
見
つ
け
思
は
ず
手
に
す
長
芋
・
ゴ
ボ
ウ

木
村
ひ
な
子

デ
デ
ポ
ポ
を
朝
の
散
歩
で
聞
く
た
び
に
山
へ
乾
杯
言
ひ
た
く
な
り
ぬ

山
下　

幸
枝

6 June
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE

芦屋　一般戦 唐津　一般戦 芦
屋 徳山　GⅢ企業杯 唐津　一般戦 三国　一般戦

三国　ルーキー
シリーズ 徳山　一般戦 三国　一般戦 芦屋　一般戦 三国　一般戦 徳山　一般戦 唐

津
宮島　GⅠ宮島

チャンピオンカップ
浜
名
湖

多
摩
川

福岡
GⅢ

常滑　GⅠ
トコタンキング決定戦

宮島　GⅢ
マスターズリーグ

鳴門　SG
グランドチャンピオン 津 児島

GⅡ

多摩川
GⅢ

尼
崎 浜名湖 尼崎　GⅠ尼崎センプルカップ 福岡　GⅢオール

レディース（薄暮） 戸田　ヴィーナスシリーズ 児島　一般戦 戸田　一般戦
蒲
郡 桐生　一般戦 蒲郡　一般戦 桐生　一般戦 蒲郡 下関　一般戦 桐生　GⅢ企業杯

若松 丸亀　ヴィーナスシリーズ 若松　一般戦 住
之
江

大村　GⅡ
モーターボート誕生祭

蒲
郡 住之江　ヴィーナスシリーズ 大

村
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日
時

　
６
月
15
日
（
月
）
9
時
～
16
時

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

青
森
県
三
戸
保
健
所
で
は
、
精

神
科
医
に
よ
る
「
精
神
保
健
福
祉

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に

お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

対
象

　
こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

八
幡
の
ゆ　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時

　
６
月
27
日
（
土
）

　
　
　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

参
加
料

　
１
０
０
円

　（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
八
幡
の
ゆ

　
小
向
字
八
幡
19
―
1

　
☎
０
１
７
9
・
23
・
３
６
８
０

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」
な
ど
の

不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
度
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

町
で
は
、
身
体
ま
た
は
知
的
障

が
い
の
あ
る
方
の
相
談
に
応
じ
た

り
、
更
生
に
必
要
な
助
言
を
し
た

り
す
る
た
め
に
、
障
害
者
相
談
員

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

▼
大
向

　
照
雄
さ
ん 

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
８
１
４

▼
馬
場

　
隆
さ
ん 

　
☎
０
１
７
９
・
34
・
２
８
０
１

▼
島
守

　
由
季
子
さ
ん 

　
☎
０
１
７
８
・
84
・
４
３
７
４

知
的
障
害
者
相
談
員

▼
夏
堀

　
真
理
子
さ
ん

　
☎
０
１
７
８
・
75
・
１
６
７
６

問
合
せ

　
福
祉
介
護
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

日
時

　
６
月
24
日
（
水
）

　
　
　
14
時
～
15
時

参
加
料

　
２
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

場
所　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　
下
名
久
井
字
如
来
堂
５
―
１

問
合
せ　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

行政相談・人権相談
日時　7月2日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部支所
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

休日窓口開庁日
期日　6月20日（土）
　　　7月4日（土）・18日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録、

マイナンバーカード事務
コンビニ交付
　マイナンバーカードを使用して

コンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書・附票が取得できます。

利用時間　6時30分～23時
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和8年5月13日現在）

対先月比
人　口 15,744人 （-28）
男 7,516人 （-13）
女 8,228人 （-15）

世帯数 7,342世帯 （-2）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症

カ
フ
ェ
）
の
ご
案
内

も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

広告

お知らせ
information

障
害
者
相
談
員

「
家
族
同
士
の
個
別
相
談
会
」 

 

の
開
催
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れ
ま
せ
ん
が
、
自
動
車
税
の
納
付

確
認
は
電
子
化
さ
れ
て
い
る
た
め

車
検
用
の
納
税
証
明
書
の
提
示
は

原
則
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
青
森
県
三
八
県
税
事
務
所

　
　
　
　
納
税
管
理
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

内
線
２
０
５
～
２
０
７・３
５
６

日
時

　
８
月
６
日
（
木
）

　
　
　
14
時
～
16
時

場
所

　
八
戸
市
立
市
民
病
院

対
象
者
・
定
員

　
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
30
組
（
無
料
）

申
込
期
間

　
７
月
３
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
７
月
９
日
（
木
）

問
合
せ
・
申
込
み

　
八
戸
市
保
健
総
務
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
０
７
０
６

場
所

　
ぼ
た
ん
の
里

　
２
階

申
込
み

　
会
員

　
野
田
・
中
村

　
野
田
携
帯

☎
０
９
０・２
６
０
０・５
３
８
５

　
中
村
携
帯

☎
０
９
０・２
５
６
１・３
０
１
２

※
連
絡
は
、
10
時
～
16
時
ま
で

自
動
車
税
は
６
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
で
自
動
車
税
を
納

付
し
た
場
合
は
、
領
収
ス
タ
ン
プ

の
押
印
（
領
収
日
付
が
納
期
限
ま

で
の
も
の
）
を
受
け
る
と
、
納
税

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
納
税
通
知
書
の
表
面
に

あ
る
「eL-Q

R

」
を
読
み
取
る

こ
と
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
等
で
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、
ま
た

は
口
座
振
替
を
利
用
し
て
納
付
し

た
場
合
、
納
税
証
明
書
は
送
付
さ

不
安
や
悩
み
の
あ
る
方
で
、
精

神
科
、
心
療
内
科
に
通
院
し
て

い
な
い
方
ま
た
は
そ
の
家
族

内
容

　
こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談

※
診
断
や
処
方
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

費
用

　
無
料

日
時

　
６
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所

　
青
森
県
三
戸
保
健
所

問
合
せ
・
予
約
先

青
森
県
三
戸
保
健
所

　
健
康
増
進
課

☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　
内
線
２
８
７・３
０
４・３
９
３

南
部
町
精
神
障
が
い
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
会
員
が

精
神
疾
患
を
持
つ
方
の
家
族
や
、

本
人
の
相
談
に
個
々
に
応
じ
て
い

ま
す
。
悩
み
を
共
有
し
て
一
緒
に

乗
り
越
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

日
時
６
月
26
日（
金
）、

　
　
　
７
月
10
日（
金
）・24
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
要
予
約

　
１
日
２
件

　
　
　
　
　（
１
件
１
時
間
程
度
）

「
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
の

お
知
ら
せ

学
ぼ
う
！
夏
休
み
一
次
救
命

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

6月16日（火）

広告

広告

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
の

お
願
い

詳細はこちら 詳細はこちら

広報なんぶちょう 6月号15



献血にご協力を

危険物安全週間について

町営市場の販売状況（4月16日〜5月15日）
品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 24,842 4,115 166 250

いちご 636 571 898 936

長　芋 26,840 6,715 250 272

にんにく 2,245 5,168 2,302 1,706

長芋の種 6,320 1,251 198 180

きゅうり 6,710 2,523 376 337

キャベツ 3,620 621 172 178

ね　ぎ 6,595 1,110 168 267

ゴボウ 2,336 658 282 417

短根人参 2,680 174 65 164

ほうれん草 1,121 522 466 479

アスパラガス 238 450 1,895 1,875

シイタケ 725 569 786 869

タラの芽 329 1,031 3,135 3,155

6・7月の休場日
　6月3日（水）・7日（日）・8日（月）・10日（水）・14日（日）・17日（水）・
　　21日（日）・24日（水）・28日（日）
　7月1日（水）・5日（日）・8日（水）・12日（日）・15日（水）・19日（日）
　　20日（月）・22日（水）・26日（日）・29日（水）

6月7日（日）から13日（土）まで、全国一斉
に危険物安全週間が実施されます。推進標語は、

「つかみ取れ!めざす無事故の頂を」です。
皆さんの家庭にもいろいろな危険物が存在し

ています。暖房用の灯油、自動車用のガソリン
や軽油、揚げ物などに使うサラダ油、ペンキ等
の塗料、消毒用アルコール、アロマオイル、化
粧品や掃除用のスプレー缶、モバイルバッテリー
に使われているリチウムイオン電池など、私た
ちの日常生活は知らず知らずのうちに危険物に
取り囲まれています。

ちょっとした不注意で大きな火災や事故が発
生してしまいますので、次のことを守り、十分
注意しましょう。

病気やけがなどで輸血を必要としてい
る人の命を救うため、献血をお願いして
います。

ご協力いただいた方には血液検査の結
果が送付され、健康管理に役立てること
ができますので、初めての方もぜひご協
力ください。

初めての方は本人確認ができるものを、
過去に献血された方は献血カード等をご
持参ください。

実施日　6月19日（金）
場所・時間
▶株式会社夏堀組
　9時～11時
▶福地公民館
　14時30分～16時
問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

危険物に対する防火のチェックポイント
①火気の近くで危険物を取り扱わない。
②直射日光の当たるところに置かない。
③自動車等に給油する際はエンジンを切る。
④ガソリンなどは蒸気が発生しないように専用

の密閉容器に入れ、換気の良い冷暗所に置く。
⑤油の染み込んだ新聞紙や揚げカスは、こまめ

に処分する。
⑥スプレー缶やリチウムイオン電池を一般ごみ

と一緒に捨てると発火の危険性があるため、
自治体の廃棄ルールに従って処分する。

問合せ
▶三戸消防署名川分署　☎0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

広報なんぶちょう 6月号 16



発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

第 84号

青森県内初の導入！新年度からパーカー制服を纏う名久井農業高校の生徒たちに、実際の着心地や青森県内初の導入！新年度からパーカー制服を纏う名久井農業高校の生徒たちに、実際の着心地や

心境の変化などを聞きました。（27ページ）心境の変化などを聞きました。（27ページ）

▽　３月臨時会の主な議案（24㌻）
▽　常任委員会報告（24㌻～26㌻）
▽　南部地方今昔物語（26㌻）
▽　有権者に聞く～名農生の声～（27㌻）

▽　3月定例会の主な議案（18㌻～20㌻）
▽　議案に対する主な質疑（21㌻）
▽　一般質問
　⇒　健やかな心身の健康を育む、子育て支援の充実を。（22㌻）
　⇒　防災・減災力を高める自助・共助の推進と避難所の機能維持を（23㌻）
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主な議案（第1３７回定例会）

議
員
提
出

議
員
提
出

議
　
　
案

議
　
　
案

■
特
別
委
員
会
の
設
置

  【
提
出
者
】

副
議
長
　
西
野
耕
太
郎

  【
提
案
理
由
】

　
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
議
員
の
な

り
手
不
足
な
ど
、
地
方
議

会
を
巡
る
諸
問
題
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
当
町
の
将
来
を
見
据

え
、
行
政
監
視
・
政
策
提

言
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

主
な
議
案

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置

で
き
る
「
議
会
の
最
適
な

か
た
ち
」
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
令
和
８

年
９
月
ま
で
を
期
間
と
す

る
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
も
の
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
委
員
は
下
部
参
照
。

　
第
１
３
7
回
定
例
会
は
、
３
月
3
日
か
ら
３
月
13
日
ま

で
の
11
日
間
行
わ
れ
、
令
和
8
年
度
各
会
計
当
初
予
算
や

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
２
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

第第
137137
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

議
員
定
数
・
報
酬
の
見
直
し
を
検
討

議
員
定
数
・
報
酬
の
見
直
し
を
検
討

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
公
務
旅
行
時
の
旅
費

を
指
定
職
の
例
に
準
じ
る

こ
と
、
ま
た
、
本
会
議
や

委
員
会
出
席
時
の
費
用
弁

償
額
の
再
定
義
（
議
長
：

２
０
０
０
円
、
議
員
等

１
８
０
０
円
※
金
額
の
変

更
は
な
し
）
す
る
な
ど
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

議会改革特別推進委員会委員の紹介
　多様な人材が参画し、町民の信託に足る議論の場を維
持発展させる観点から、次の２点について調査・検討を
行います。

検討事項
（１）議員定数について
（２）議員報酬について

条
　
例

条
　
例

委員長　中舘文雄委員長　中舘文雄 副委員長　副委員長　八木田憲司八木田憲司

委　員　坂本典男委　員　坂本典男 委　員　滝田勉委　員　滝田勉委　員　松本啓吾委　員　松本啓吾 委　員　久保利樹委　員　久保利樹

提案理由を述べる西野副議長提案理由を述べる西野副議長
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主な議案（第1３７回定例会）

予
　
算

予
　
算

■
令
和
８
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
予
算

▽
　
令
和
８
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
１
２
８
億
６
千

  

万
円
、
前
年
度
と
比
較

し
て
４
千
万
円
（
０
・

３
％
）
の
増
と
な
り
、

特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
町
の
総
予
算
額
は

２
４
５
億
３
９
７
０
万
２

　
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
５
億
１
２
５
１
万

  

２
千
円
（
２・１
％
）
の

増
と
な
っ
た
。

　
　
一
般
会
計
の
主
な
事

業
は
、
3
〜
5
歳
児
の
副

食
費
無
償
化
の
新
設
を
含

む
子
育
て
支
援
事
業
に
約

2
億
１
３
０
０
万
円
、
ス

マ
ー
ト
窓
口
や
公
式
L
Ｉ

Ｎ
Ｅ
運
用
な
ど
の
Ｄ
Ｘ
推

進
事
業
に
約
８
０
０
０
万

円
。
ま
た
、
防
災
行
政
用

無
線
の
全
面
更
新
工
事
に

約
7
億
円
、
集
会
施
設
49

箇
所
の
L
Ｅ
Ｄ
化
や
、
福

祉
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空

調
改
修
等
の
施
設
整
備
に

約
2
億
９
千
万
円
。
南
部

町
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

の
「（
仮
称
）
黒
柳
徹
子

記
念
ル
ー
ム
」
展
示
制
作

業
務
に
約
５
千
万
円
な
ど
。

※
　
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽
　
事
業
費
の
確
定
や
決

算
見
込
み
に
基
づ
き
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

10
億
６
７
２
０
万
６
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を

１
２
６
億
１
４
０
５
万
９

　
千
円
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
く
計

画
的
な
施
設
整
備
や
修
繕

を
行
う
た
め
、
公
共
施
設

整
備
基
金
積
立
金
に
２
億

　
３
１
４
万
５
千
円
を
追
加

し
た
。

※　
ほ
か
６
つ
の
特
別
会
計

に
お
い
て
、
決
算
見
込
み

に
よ
る
事
業
費
減
額
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
物
価
上
昇
に
見
合
う
年
金

引
き
上
げ
を
求
め
る
陳
情

【
提
出
者
】

全
日
本
年
金
者
組
合
青
森

県
本
部
三
八
支
部
　

　
執
行
委
員
長
　
髙
橋
靖
昌

【
趣
旨
】

　
　
現
行
制
度
で
は
、
物
価

が
上
昇
し
て
も
年
金
の
引

き
上
げ
幅
が
そ
れ
に
追
い

つ
か
ず
、
実
質
的
に
受
給

額
が
目
減
り
し
て
い
る
現

状
を
是
正
す
る
た
め
、
老

齢
基
礎
年
金
な
ど
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
を
国
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽
　
委
員
会
で
は
、
高
齢

者
の
生
活
へ
の
配
慮
は
必

要
と
し
つ
つ
も
、
制
度
の

持
続
可
能
性
や
現
役
世
代

と
の
負
担
の
均
衡
を
重
視

す
る
必
要
が
あ
り
、
既
に

国
で
適
切
な
調
整
が
行
わ

れ
て
い
る
最
中
の
た
め
、

町
議
会
と
し
て
も
そ
の
動

向
を
注
視
す
べ
き
と
判
断

し
、
「
不
採
択
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
し
、
審
議
結

果
を
本
会
議
で
報
告
。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「不
採
択
」
と

し
た
。

陳
　
情

陳
　
情

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
展
示
収
蔵
施
設
整
備
工
事
）

▽
　
産
業
廃
棄
物
処
分

量
の
増
、
屋
根
塗
装
等

落
下
防
止
対
策
柵
の
追

加
の
ほ
か
、
請
負
代
金

６
億
７
０
４
３
万
９
千
円

に
９
６
８
万
円
を
追
加
す

る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

穂
積
・
松
本
特
定
建
設

　
工
事
共
同
企
業
体

【
構
成
員
】

・
穂
積
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
石
亀
晶
丈

・
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役  

松
本
保
築

久保教育民生常任委員長による報告久保教育民生常任委員長による報告

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分
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主な議案（第1３７回定例会）

■
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画

▽
　
現
計
画
の
前
期
計
画

期
間
の
満
了
に
伴
い
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年

度
ま
で
の
後
期
計
画
を
策

定
し
た
。

そ
の
他

そ
の
他

人
　
事

人
　
事

条
　
例

条
　
例

■
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
内
閣
府
令
の
改
正
に
伴

い
、
現
行
規
定
に
お
け
る

「
支
援
事
業
者
」
と
「
支

援
事
業
所
」
の
違
い
を
明

確
化
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

▽
　
内
閣
府
令
に
基
づ
き
、

事
業
者
が
給
付
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
利
用
定
員

や
面
談
、
虐
待
禁
止
、
記

録
整
備
等
の
基
準
を
定
め

る
条
例
を
制
定
し
た
。

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
う
解

体
に
向
け
て
、
条
例
か
ら

施
設
の
名
称
、
位
置
、
お

よ
び
使
用
料
を
規
定
し
て

い
る
別
表
を
削
除
す
る
な

ど
、所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
八
戸
地
域
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
の
火
災
予
防

条
例
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
合
わ
せ
、
火
入
れ
を
中

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
に
「
林
野
火
災
に
関

す
る
注
意
報
」
を
加
え
る

な
ど
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
町
営
地
方
卸
売
市
場
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
卸
売
市
場
法
の
改
正
に

基
づ
き
、
取
扱
う
野
菜
の

品
目
や
、
国
の
調
査
に
基

づ
く
コ
ス
ト
指
標
を
公
表

す
る
規
定
を
追
加
す
る
な

ど
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
地
方
税
法
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
課
税
額

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

物
価
高
騰
を
考
慮
し
て
基

礎
課
税
額
の
所
得
割
率
や

均
等
割
額
・
平
等
割
額
を

引
き
下
げ
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙

▽
委
員
４
名
　

藤
田
　
克
弘
　
氏（
福
　
田
）

　
柳
町
　
靖
彦
　
氏（
剣
　
吉
）

　
四
戸
　
友
子
　
氏（
上
名
久
井
）

山
崎
　
昌
治
　
氏（
大
　
向
）

▽
補
充
員
４
名

　
夏
堀
德
八
志
　
氏（
苫
米
地
）

　
和
田
　
　
進
　
氏（
相
　
内
）

　
荒
谷
　
真
人
　
氏（
平

）

川
守
田
勝
利
　
氏（
下
名
久
井
）

■
副
町
長
の
選
任　

▽
久
保
田
敏
彦
　
氏（
大
　
向
）

【
任
期
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
４
月
５
日
か
ら

令
和
12
年
４
月
４
日
ま
で
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
立
花
　
　
才
　
氏（
剣
　
吉
）

  【
任
期
】　

令
和
８
年
３
月
16
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
15
日
ま
で
。

▽
小
萩
沢
公
子
　
氏（
平

）

  【
任
期
】　

令
和
８
年
４
月
５
日
か
ら

令
和
12
年
４
月
４
日
ま
で
。

■
田
子
高
原
広
域
事
務
組
合

規
約
の
変
更

▽
　
田
子
高
原
広
域
事
務

組
合
に
お
け
る
関
係
町
村

の
分
担
金
算
出
項
目
基
礎

の
一
部
を
見
直
す
と
と
も

に
、
国
有
林
野
の
返
地
に

向
け
た
基
金
積
立
に
関
す

る
支
弁
方
法
の
整
備
を
行

う
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
町
道
の
路
線
認
定
・
変
更

▽
　
県
営
南
部
町
地
区
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
の

整
備
に
伴
い
、
新
た
に
５

路
線
を
町
道
に
認
定
す
る

と
と
も
に
、
既
存
１
路
線

の
起
点
を
変
更
し
た
。

路線名 延長 

認定 

路線 

塚内・上諏訪平線 1,049.3ｍ 

相前・上ノ山線 667.8ｍ 

下タ町１号線 382.0ｍ 

下タ町２号線 215.8ｍ 

長畑・金田一線 242.4ｍ 

変更
路線 

昼ケ内・上宮野線 687.4ｍ 
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議案に対する主な質疑

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
商
工
費
）

【
問
】　
ふ
く
ち
ア
リ
ー
ナ
の

大
規
模
改
修
に
向
け
た
設

計
業
者
選
定
な
ど
の
今
後

の
進
め
方
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
一
般
競
争
入
札
を
考
え

て
お
り
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
の
あ
る
三
沢
市
な
ど
の

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　

新
駅
舎
「
諏
訪
ノ

平
駅
」
に
建
設
す
る
ト
イ

レ
の
規
格
お
よ
び
予
算

１
５
０
０
万
円
の
妥
当
性
は
。

　
　
　
西
野
耕
太
郎　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
町
内
の
既
存
公
園
の
ト

イ
レ
を
参
考
に
予
算
計
上

し
、
面
積
や
仕
様
な
ど
の

詳
細
は
、
設
計
業
務
の
中

で
確
定
さ
せ
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
合
併
20
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
沼
畑
俊
吉　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　
「
合
併
20
周
年
」
の
冠

名
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
団
体
へ
一
律
5
万

円
を
上
限
と
す
る
補
助
金

の
交
付
や
、
20
周
年
を
契

機
と
し
た
町
勢
要
覧
の
作

成
な
ど
を
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の

導
入
コ
ス
ト
に
見
合
う
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
川
守
田
稔　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
デ
ー
タ
形
式
を
全
国
統

一
の
「
標
準
化
」
と
す
る

こ
と
で
、
自
治
体
間
の
連

携
や
事
務
効
率
が
向
上
す

る
。
導
入
コ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
運
用
を
通

じ
て
自
前
で
の
管
理
と
の

比
較
検
証
を
行
い
、
最
適

な
情
報
化
基
盤
の
構
築
に

努
め
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
新
規
事
業
の
太
陽
光

発
電
の
補
助
金
は
、
既
存

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
と
併
用
可
能
か
。

　
　
　
　
山
田
賢
司　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

  

補
助
制
度
が
異
な
り
、

「
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
」
と
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
」
を
分
け
て
申
請

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
空
き
家
・
空
き
地
利

活
用
促
進
事
業
の
内
容
は
。

八
木
田
憲
司　
議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
空
き
家
解
体
の
補
助
対

象
経
費
の
8
分
の
１
（
上

限
20
万
円
）、
家
財
の
処

分
は
、
対
象
経
費
の
10
分

の
10
（
上
限
10
万
円
）
を

補
助
す
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

【
問
】　
新
規
事
業
「
ス
ポ
ッ

ト
ワ
ー
ク
人
材
確
保
支

援
」
の
内
容
は
。

　
　

  　
　
工
藤
愛　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

  

繁
忙
期
の
労
働
力
確
保

と
、
新
規
就
農
の
き
っ
か

け
作
り
を
目
的
に
、
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
等
を
通
じ
た
ア

ル
バ
イ
ト
（
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
を
利
用
す
る
農

業
者
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス

会
社
に
支
払
う
仲
介
手
数

料
（
賃
金
の
約
30
％
）
を
、

5
万
円
を
上
限
に
補
助
す

る
。

●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

令和８年２月から供用が開始された令和８年２月から供用が開始された
新駅舎「諏訪ノ平駅」新駅舎「諏訪ノ平駅」

スケートリンクの再開を目指すスケートリンクの再開を目指す
「ふくちアリーナ」「ふくちアリーナ」
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一  般  質  問

問問

答答

質
　
問

子
育
て
世
代
に
共
通
す
る

願
い
は
、
子
ど
も
の
命
が
守

ら
れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
つ
こ
と
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
最
も
基
本
と
な
る

健
康
へ
の
取
り
組
み
が
あ
ら

ゆ
る
子
育
て
支
援
策
の
土
台

に
な
る
と
い
う
思
い
か
ら
、

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
状

態
、
生
活
習
慣
の
傾
向
は
。

②
子
育
て
支
援
施
策
に
お
け

る
健
康
に
関
わ
る
施
策
へ
の

認
識
と
取
り
組
み
は
。

③
町
独
自
の
取
り
組
み
、
強

味
と
し
て
い
る
連
絡
体
制
は
。

健やかな心身の成長を育む、子育健やかな心身の成長を育む、子育
て支援の充実を。て支援の充実を。

④
子
育
て
支
援
に
お
け
る
課

題
へ
の
取
り
組
み
は
。

⑤
効
果
、
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
取
り
組
み
は
。

⑥
今
後
の
子
育
て
支
援
の
方

向
性
は
。

町
長
答
弁

①
②
各
種
調
査
で
は
、
子
ど

も
の
肥
満
傾
向
や
運
動
不

足
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
読

み
取
れ
、
中
学
1
・
2
年
生

対
象
の
若
年
生
活
習
慣
病

予
防
健
康
診
査
の
結
果
か
ら

も
、
小
児
期
か
ら
の
生
活
習

慣
病
予
防
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
、
健
康
増
進
計
画
「
第
4

次
す
こ
や
か
南
部
21
」
に
基

づ
き
、
医
療
機
関
や
学
校
、

こ
ど
も
園
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
た
各
種
相
談
や
健
康

教
室
を
強
化
し
て
い
る
。

③
町
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
「
こ
ど
も
の
健
康
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
新
設

し
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
予
防

乳幼児期からの予防と連携に加え、乳幼児期からの予防と連携に加え、
居場所づくりや情報発信を強化する。居場所づくりや情報発信を強化する。

対
策
を
強
化
し
て
い
る
ほ

か
、
令
和
６
年
度
に
開
設
し

た
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
通
じ
て
、
母
子
保
健
と
児

童
福
祉
を
総
合
的
・
一
体
的

に
支
援
す
る
体
制
を
強
み
と

し
て
い
る
。

④
子
育
て
家
庭
へ
の
情
報
発

信
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
今
後
は
母
子

手
帳
ア
プ
リ
の
内
容
の
見

直
し
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

活
用
、
子
育
て
家
庭
か
ら
の

「
生
の
声
」
の
施
策
へ
の
反

映
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
核
家
族
化
な
ど
に

よ
る
子
育
て
家
庭
の
孤
立
を

防
ぐ
た
め
、
地
域
全
体
で
見

守
り
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
保
健

推
進
員
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
と
連
携
、協
力
し
て
い
く
。

⑤
3
歳
児
健
診
を
受
診
し
た

保
護
者
の
「
こ
の
地
域
で
子

育
て
し
た
い
と
思
う
」
割
合

は
97
・
７
％
と
高
く
、
手
応

沼 畑 俊 吉　議員

を
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き

施
策
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

⑥
こ
ど
も
包
括
ケ
ア
に
よ

り
、
声
な
き
声
を
拾
い
、
居

場
所
づ
く
り
や
情
報
発
信
を

強
化
し
て
、
孤
立
や
虐
待
の

な
い
子
育
て
の
町
を
目
指
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
病
後
児
保

育
事
業
の
実
施
を
公
約
に
掲

げ
て
お
り
、
令
和
9
年
度
中

の
事
業
開
始
を
目
指
し
、
現

在
具
体
的
な
調
査
・
検
討
を

進
め
て
い
る
。
　
　
　

　
さ
ら
に
、
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
し
て
、
国
や
県
の

各
種
研
修
会
に
加
え
、
今
後

は
東
北
地
方
で
開
催
さ
れ
る

関
連
の
展
示
会
・
セ
ミ
ナ
ー

等
へ
の
参
加
も
視
野
に
入

れ
、
専
門
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

※
病
後
児
保
育
事
業

病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、

集
団
生
活
が
困
難
な
お
子
さ

ん
を
専
用
施
設
で
一
時
的
に

預
か
る
事
業
。 ※
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

防災・減災力を高める自助・共助防災・減災力を高める自助・共助
の推進と避難所の機能維持を。の推進と避難所の機能維持を。

助成制度の刷新と老朽避難所助成制度の刷新と老朽避難所
の更新・再編を検討する。の更新・再編を検討する。

質
　
問

昨
年
12
月
の
地
震
や
注
意

報
の
発
令
を
受
け
、
防
災
へ

の
意
識
が
再
確
認
さ
れ
た
。

町
は
「
公
助
」
の
力
を
伸
ば

し
て
い
る
が
、
有
事
に
は

「
自
助
」
と
「
共
助
」
が
不

可
欠
と
な
る
。
豊
か
な
自
然

と
共
生
す
る
南
部
町
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
が
連
結
し
、

町
全
体
の
防
災
・
減
災
力

を
高
め
る
取
組
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
防
災
・
減
災
施
策
の
課

題
と
解
決
へ
の
取
組
は
。

②
自
主
防
災
会
の
団
体
数
、

世
帯
カ
バ
ー
率
、
防
災
に

関
わ
る
訓
練
な
ど
の
実
績
は
。

③
地
域
住
民
が
災
害
対
策
な

ど
の
訓
練
を
行
う
上
で
活
用

で
き
る
制
度
と
実
績
は
。
ま

た
、
訓
練
実
施
に
よ
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
）

と
な
る
支
援
は
。

④
避
難
行
動
要
支
援
者
を
把

握
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
仕

組
み
は
。

⑤
町
指
定
主
要
避
難
所
の
老

朽
化
の
現
状
と
今
後
の
対
応

は
。

町
長
答
弁

①
防
災
対
策
の
基
本
で
あ
る

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の

連
携
が
重
要
と
し
つ
つ
も
、

最
終
的
に
は
住
民
一
人
一
人

が
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
が

い
か
に
取
れ
る
か
が
最
大
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
町
は
自
主
防

災
組
織
の
活
動
活
性
化
や
広

報
を
通
じ
た
啓
発
活
動
へ
、

よ
り
一
層
注
力
し
て
い
く
。

②
令
和
7
年
4
月
1
日
時
点

で
、
自
主
防
災
組
織
は
45
団

体
設
立
さ
れ
て
お
り
、
世
帯

カ
バ
ー
率
84
・
３
％
に
達
し

て
い
る
。
避
難
訓
練
や
炊
き

出
し
訓
練
な
ど
の
取
組
実
績

は
、
令
和
4
年
度
は
21
団

体
、
令
和
5
・
6
年
度
は
23

団
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

③
防
災
資
機
材
の
整
備
を

対
象
と
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」（
補
助
率

１
０
０
%
、
上
限
２
０
０
万

円
）
と
、
訓
練
経
費
を
対
象

と
す
る
町
独
自
の
「
自
主
防

災
組
織
活
動
助
成
」（
補
助

率
3
分
の
2
、
上
限
10
万

円
）
が
あ
る
。
今
後
は
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
動
機
付
け
）

と
し
て
、
活
動
が
顕
著
な
地

区
の
行
政
要
望
を
優
先
的
に

対
応
す
る
こ
と
や
、
ア
ル

フ
ァ
化
米
や
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
を
備
蓄
す
る
経
費
を
交
付

対
象
に
加
え
る
な
ど
、
助
成

制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
検

討
し
て
い
く
。

④
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

く
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
作
成
し
て
お
り
、
消
防

署
、
警
察
署
、
民
生
委
員
等

と
共
有
し
て
、
災
害
時
の
安

否
確
認
や
避
難
支
援
に
役
立

て
て
い
る
。

⑤
主
要
避
難
所
6
箇
所
の
う

ち
、
平
時
か
ら
使
用
し
て
い

る
4
施
設
は
随
時
修
繕
で
対

応
し
て
い
る
が
、
閉
校
し
た

旧
剣
吉
小
学
校
と
旧
向
小
学

校
の
2
施
設
は
老
朽
化
が
顕

著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設

の
更
新
に
つ
い
て
は
、
現
在

廃
校
活
用
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
利
活
用
や
解
体

を
含
め
て
協
議
し
て
お
り
、

結
果
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て

い
く
。

 

町指定主要避難所 

福地地区 
バーデハウス 

福寿館 

名川地区 
いちょうホール 

旧剣吉小学校 

南部地区 
南部小学校 

旧向小学校 

 

問問

答答

工 藤 　 愛　議員
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常任委員会の調査結果報告常任委員会の調査結果報告

第138回臨時会・常任委員会報告

予
　
算

予
　
算

第第
138138
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
事事
会会

新
監
査
委
員
に
西
舘
氏

新
監
査
委
員
に
西
舘
氏((

高
瀬
高
瀬))

　
第
１
３
８
回
臨
時
会
は
、
３
月
30
日
に
行
わ
れ
監
査
委

員
の
選
任
と
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
　
事

人
　
事

■
監
査
委
員
の
選
任　

▽
　
西
舘
勝
彦
氏
（
高
瀬
）

【
任
期
】　

令
和
８
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
12
年
３
月

31
日
ま
で
。

※
監
査
委
員
は
、
町
の
予
算

執
行
（
法
令
、
経
理
・
記

帳
、
現
金
な
ど
の
保
管
状

況
）
に
つ
い
て
、
毎
月
の

例
月
監
査
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
令
和
７
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
　

高
額
療
養
費
見
込
額

の
増
に
よ
る
保
険
給
付
費

の
増
額
に
伴
い
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
、

３
２
８
万
６
千
円
を
追
加

　
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
20
億
９
３
９
５
万
５

　
千
円
と
し
た
。

総務企画総務企画常任委員会 委員長：滝田勉　副委員長：沼畑俊吉
委 員：川守田稔、根市勲、西野耕太郎

公共交通の今後の方向性について公共交通の今後の方向性について調調 査査

果果結結 ⇒　人口減少が進み、今後中学校の統合も検討されている中、スクールバ
スの導入を含め、コミュニティバスの運行体制を見直す大きな転換期を
迎えている。
　運行体制の見直しに際しては、乗降実績などのデータ収集のみならず、
その背景にある地域住民のニーズを把握し、利便性と効率性の確保に努
めていただきたい。

　令和８年１月15日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

　　コミュニティバスの運行を考える上で、財政
面での安定という守りも大切ですが、『住民目線
の利便性』という攻めの姿勢も欠かせません。
　固定観念にとらわれず、山間部も含めた全地域が
輝ける最適な交通体系を、一歩ずつ形にする一助と
なるよう、力を尽くしてまいります。

沼畑副委員長のひとこと　～調査を終えて～

⇒　また、利用者が少ない山間部においては運行車両を小型化するなど、　
乗車率をひとつのベンチマークに加え、運行体制の最適化を図っていた
だきたい。
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常任委員会報告

産業建設常任委員会 委員長：松本啓吾　副委員長：山田賢司
委 員：工藤正孝、八木田憲司、坂本典男

道路整備要望箇所の現地調査道路整備要望箇所の現地調査調調 査査

果果結結 ①　医療センター利用者・中学生通学道路などとして利用されている地域
の主要な生活道路であるが、歩道もなく幅員も狭いことから、拡幅が必
要と思われる。 
   また、工事にあたっては、路線内の薬師平橋の拡幅も併せて進める必要
があることから、橋に係る経費を精査しながら、整備計画を立案してい
ただきたい。

町道整備の要望があった路線町道整備の要望があった路線
①白山・田端線の一部、白山線（下名久井）
②馬場３号線（小向）

②　集落内を通る生活道路であり、幅員が狭く未舗装であるため、緊急車
両を含めた車両の通行に支障が出ていることから、拡幅舗装が必要と思
われる。ただし、路線内で区間を分けて、必要性に応じた道路拡幅とす
る整備計画に見直すなどして、概算事業費を精査していただきたい。

　令和７年12月４日に町担当課の説明を受け現地
を調査し、次のとおり意見をまとめました。

南部地区公営住宅整備事業について南部地区公営住宅整備事業について調調 査査

果果結結 ⇒　現在候補地として選定されている５地区に加え、空き地・空き家の活
用や、将来的な中学校の統合を見据えた廃校跡地の活用も選択肢のひと
つとして考えていただきたい。
    また、新築にこだわらず、既存施設をリノベーションして整備する手
法であれば、事業費の削減や工期短縮などにも寄与すると思われる。

　令和８年２月６日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

誘致企業の現状と雇用状況について誘致企業の現状と雇用状況について調調 査査

果果結結 ⇒　企業誘致のため整備している工業団地の区画は既に埋まっている状況
にあることから、新たな候補地の調査、確保が必要であると思われる。
選定にあたっては、廃校跡地を含めた町有地のみならず、町が土地の仲
介役として動くことで民有地も視野に入れることができると思われる。

遊休農地の現況について遊休農地の現況について調調 査査

果果結結 ⇒　果樹地帯が多い当町において、隣接する遊休農地から病害虫がまん延
するリスクは、農家にとって死活問題である。また、防災機能の低下や
隣接する住環境の悪化なども危惧されることから、これまでの取組に加え、
リスク対応の観点から、今後は行政も含めた管理体制の工夫が必要と思
われる。

町道白山線・薬師平橋前での調査の様子町道白山線・薬師平橋前での調査の様子
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常任委員会報告・南部地方今昔物語
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物
語    

　
南
北
朝
時
代
の
頃
、
南

朝
の
長
慶
天
皇
が
名
久
井

岳
の
麓
（
現
・
三
戸
郡
南

部
町
）、
長
谷
寺
を
訪
れ
、

食
事
に
困
っ
た
時
に
家
臣

の
赤
松
助
左
衛
門
が
近
く

の
農
家
か
ら
蕎
麦
粉
と
ゴ

マ
を
手
に
入
れ
、
自
分
の

鉄
兜
を
鍋
の
代
わ
り
に
し

て
焼
き
上
げ
た
も
の
を
天

皇
に
食
事
と
し
て
出
し
ま

し
た
。
こ
の
食
べ
物
が
後

の
南
部
せ
ん
べ
い
の
始
ま

り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
皇
は
こ
の
食
べ
物
を

と
て
も
気
に
入
り
、
煎
餅

に
赤
松
氏
の
家
紋
「
三
階

松
」
と
南
朝
の
忠
臣
、
楠
木

正
成
の
家
紋
「
菊
水
」
の
紋

を
焼
き
い
れ
る
こ
と
を
許
し

た
と
い
い
ま
す
。

  

南
部
せ
ん
べ
い
の
裏
に
刻

印
さ
れ
て
い
る
模
様
が
何

だ
か
気
に
な
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
当
町
に
起
源
あ
る
と
も

言
わ
れ
る
、
そ
の
一
説
を

紹
介
し
ま
す
。

　菊水の紋　※　菊水の紋　※ 　三階松の紋　三階松の紋

※菊の花が水流に浮かんでいる様子を表す。※菊の花が水流に浮かんでいる様子を表す。
※天皇家の家紋「菊の紋」が身に余るもの　　※天皇家の家紋「菊の紋」が身に余るもの　　
　と考え、少し形を変えたとされている。　と考え、少し形を変えたとされている。

教育民生教育民生常任委員会 委員長：久保利樹　副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、中舘文雄、小橋昭裕、夏堀剛充

廃校跡地の利活用について廃校跡地の利活用について調調 査査

果果結結 ⇒　施設の老朽化等による安全・防犯上のリスク、維持管理コストの財政
負担などが懸念されることから、スピード感をもって検討し、今後の方
向性を早期に示す必要があると思われる。
　  検討においては、庁内のプロジェクトチームのみならず、町民の代表
者を含めた検討組織の立ち上げやアンケート調査の実施など、地域の意
向も確認しながら合意形成を図っていく必要があると思われる。

　令和８年２月10日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

不登校をはじめとする学校の諸問題について不登校をはじめとする学校の諸問題について調調 査査

果果結結 ⇒　「学びの継続」と「居場所の確保」の観点から、オンライン授業、
ＡＩドリルの導入、空き教室を活用した校内教育支援センター設置など
の体制整備が進められていることから、今後は取組の成果を検証しなが

⇒   また、「生活習慣」と「心と体の健
康」の関係性などを調査し、予防的な
取組も進めていく必要があると思われ
る。

 ら、多角的な知見からのアプローチを
継続していく必要があると思われる。 

調査テーマについて意見を交わす委員調査テーマについて意見を交わす委員
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有権者に聞く～名農生の声～
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」
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イ
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ビ
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は
、

夏
堀
剛
充
委
員
長
で
す
！

夏
堀
剛
充
委
員
長
で
す
！

Vol.９Vol.９

Q
実
際
に
パ
ー
カ
ー
で
登

校
し
て
み
て
、
一
番
『
こ
こ

が
良
い
！
』
と
感
じ
る
ポ
イ

ン
ト
は
？

A
東
さ
ん　

　
ブ
レ
ザ
ー
と
比
べ
、
軽
く

て
、
動
き
や
す
く
、
実
習
や

課
外
活
動
の
時
に
重
宝
し
て

い
ま
す
。

A
武
士
澤
さ
ん

　
ネ
イ
ビ
ー
と
グ
レ
ー
の
２

種
類
が
あ
り
、
天
気
や
気
分

に
よ
っ
て
、
制
服
を
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べ
る

の
が
楽
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で
す
。

Q
パ
ー
カ
ー
制
服
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き
っ

か
け
に
名
農
高
に
興
味
を
も

つ
中
学
生
は
増
え
る
と
思

う
？

A
東
さ
ん　

家
族
や
友
人
か
ら
も
好
評

で
、
カ
ジ
ュ
ア
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で
親
し
み

や
す
い
制
服
の
導
入
は
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学
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に
な
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い
ま
す
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ス
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、

一
緒
に
新
し
い
農
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究
に
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し
て
く
れ
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仲

間
が
増
え
た
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嬉
し
い
で

す
！

Q
制
服
以
外
に
、
名
農
の

『
こ
こ
が
自
由
で
新
し
い
！
』

と
思
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学
校
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は
？
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武
士
澤
さ
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先
生
と
の
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感
が
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、
お
互
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自
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に
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を
言
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合
え
る
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が
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だ
と
思
い
ま
す
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型
に
は
ま
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ず
、
生
徒
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を
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な
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ら
、
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で
き
る
環
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は
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学
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に
つ
な
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い
ま
す
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生
徒
の
主
体
性
を
尊
重

し
、
投
票
を
経
て
実
現
し

た
「
パ
ー
カ
ー
制
服
」
導

入
の
試
み
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
し
い

選
択
肢
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
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着
こ

な
し
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学
校
生
活
に
も
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ら
し
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変
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、
生
徒
の

生
の
声
を
、
名
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井
農
業

高
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、
東
優
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さ
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莉
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さ
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き
ま
し
た
！

☆
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堀
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）

　

実
際
に
パ
ー
カ
ー
制
服

で
過
ご
す
生
徒
の
皆
さ
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の
、
生
き
生
き
と
し
た
表

情
が
印
象
的
で
し
た
。

　

新
し
い
制
服
は
、
単
な

る
衣
類
で
は
な
く
『
主
体

性
』
の
象
徴
で
す
。
伝
統

を
守
り
つ
つ
も
時
代
の
変

化
を
柔
軟
に
取
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入
れ
る

名
農
の
姿
勢
に
、
教
育
の
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来
あ
る
べ
き
姿
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

インタビューの様子インタビューの様子

名久井農業高校３年名久井農業高校３年
武士澤莉央さん㊧、東優斗さん㊨武士澤莉央さん㊧、東優斗さん㊨

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
次回、定例会は６月５日（金）から
開会する予定です。

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
日程詳細は決まり次第、町ホームペー
ジによりお知らせします。
　お気軽にお問い合わせください。
　　　 議会務務局　☎0178-38-5971

名久井農業高校校長  新任のあいさつ
　　伝統ある『名農』に着任
し身の引き締まる思いです。
  豊かな自然と果樹栽培の学
びを通じ、命の尊さを知る生
徒を育ててまいります。地域
と共に歩む学校づくりに、皆
様のお力添えをお願いします。校長　山崎邦彦 氏　校長　山崎邦彦 氏　
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　今年２月７日(土)と８日(日)に開催されました「令和８年南部地方えんぶり」の写真コ
ンテスト審査会が行われました。今年は35作品、13人の方がご応募してくださいました。
　入賞作品については、次の４点です。

令和8年南部地方えんぶり 写真コンテスト審査結果

「春の、まなざし」
応募者：佐々木隆喜さん

特選作品特選作品

「
早
乙
女
」

応
募
者
：
鈴
木
耕
二
郎
さ
ん

応
募
者
：
鈴
木
耕
二
郎
さ
ん

「
福
を
ま
く
」

応
募
者
：
四
戸
昭
夫
さ
ん

応
募
者
：
四
戸
昭
夫
さ
ん

　今年２月７日(土)と８日(日)に開催されました「令和８年南部地方えんぶり」の写真コ
ンテスト審査会が行われました。今年は35作品、13人の方がご応募してくださいました。

入選作品入選作品
「きまったね」
応募者：市川清一さん

園児と一緒に人工授粉体験
爽やかな春空の下、本校の農場で名農生と園

児による「リンゴの人工授粉体験」を行いました。
園児たちは綿棒の先にたっぷりと花粉をつけ、

名農生に教わりながら、一つひとつの花の「中
心花」へと丁寧に花粉をのせていきました。名
農生たちは、小さな手元を優しく見守り、「上
手だね」と声をかけながら、和やかに交流を深
めました。土や花に直接触れる体験は、園児た
ちにとって自然の息吹を感じる有意義な時間と
なったようです。

このリンゴは、秋には立派な実を結ぶはずで
す。園児たちは収穫体験も行う予定で、自分た
ちで授粉した果実が大きく育つのを心待ちにし 園児と一緒に授粉を行う生徒

ています。また、今後はサツマイモの植え付け
や収穫体験も計画されており、次なる交流と豊
かな実りの季節が今から楽しみです。
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